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執
筆
者
紹
介

古
川 
裕 

Furukawa Yutaka

一
九
五
九
年
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
人
文
学
研
究
科
教

授
。
現
代
中
国
語
文
法
論
。『
現
代
漢
語
認
知
語
法

与
教
学
語
法
研
究
』『
対
日
漢
語
語
法
教
育
法
』

『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
プ
ラ
イ
マ
ー
』

丸
尾 

誠 
M

aruo M
akoto

一
九
六
八
年
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
学
人
文
学
研
究
科

教
授
。
現
代
中
国
語
文
法
。『
現
代
中
国
語
方
向
補

語
の
研
究
』『
現
代
中
国
語
の
空
間
移
動
表
現
に
関

す
る
研
究
』『
基
礎
か
ら
発
展
ま
で 

よ
く
わ
か
る
中

国
語
文
法
』

清
原
文
代 

K
iyohara Fum

iyo

大
阪
公
立
大
学
国
際
基
幹
教
育
機
構
教
授
。
中
国
語

教
育
。『“
宅
女
”の
部
屋
│W

eb

や
ア
プ
リ
を
活
用

し
た
中
国
語
学
習
法
』『
改
訂
版 

リ
ズ
ム
で
学
ぶ
三

文
字
中
国
語
』「
電
子
辞
書
を
使
う
、電
子
辞
書
で
遊

ぶ
、電
子
辞
書
で
学
ぶ
│
中
国
語
電
子
辞
書
活
用
法
」

中
川
裕
三 
N

akagawa Yuzo

一
九
六
二
年
生
ま
れ
。
天
理
大
学
国
際
学
部
教
授
。

中
国
語
学
、
中
国
語
教
育
、
認
知
言
語
学
、
言
語
地

理
学
。「
中
国
語
の
文
法
形
式
と
結
果
含
意
」「
類
別

詞
“
隻
”
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
拡
張
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ

い
て
│
漢
語
諸
方
言
に
お
け
る
用
法
の
比
較
か
ら
」

「
具
体
的
目
標
を
掲
げ
た
言
語
教
育
│
中
国
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
を
目
指
し
た
事
例
」

阿
部
慎
太
郎 

A
be Shintaro

一
九
八
〇
年
生
ま
れ
。
近
畿
大
学
法
学
部
講
師
。
中

国
語
教
育
。『
４
つ
の
場
面
か
ら
学
ぶ 

ミ
ニ
マ
ル
中

国
語
』『
発
音
重
視
！ 

中
国
語
初
級
マ
ス
タ
ー
22
』

小
川
典
子 

O
gawa N

oriko

愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
准
教
授
。
言
語
教
育
学
・

第
二
言
語
習
得
研
究
。「
大
学
に
お
け
る
継
承
語
教

育
の
展
望
│
中
国
語
を
履
修
す
る
中
国
ル
ー
ツ
の
学

生
た
ち
」「
日
本
語
を
母
語
と
す
る
中
国
語
学
習
者

の
語
彙
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
│
中
国
語
専
攻
に
在
籍

す
る
大
学
生
へ
の
調
査
か
ら
」「
日
本
語
を
母
語
と

す
る
中
国
語
学
習
者
の
Ｌ
２
読
解
に
お
け
る
付
随
的

語
彙
学
習
│
10
名
の
学
習
者
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
」

村
上
公
一 

M
urakam

i K
im

ikazu

一
九
五
六
年
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
教
育
・
総
合
科

学
学
術
院
教
授
。
中
国
語
教
育
、
東
ア
ジ
ア
文
化

史
。『
快
楽
学
漢
語
・
説
漢
語
』
初
中
級
／
準
中
級

／
中
級
／
中
上
級
／
準
上
級
シ
リ
ー
ズ（
監
著
）『
中

国
語
発
音
講
座
（C

D
-RO

M

）』（
編
著
）

氷
野
善
寛 

H
ino Yoshihiro

一
九
八
〇
年
生
ま
れ
。
目
白
大
学
外
国
語
学
部
准
教

授
。
中
国
語
教
育
。『
官
話
指
南
の
書
誌
的
研
究 

付

影
印
・
語
彙
索
引
』『
改
訂
版 

キ
ク
タ
ン
中
国
語
』

「『
官
話
指
南
』
の
多
様
性
│
中
国
語
教
材
か
ら
国
語

教
材
」

田
邉 

鉄 
Tanabe Tetsu

一
九
六
三
年
生
ま
れ
。
北
海
道
大
学
情
報
基
盤
セ
ン

タ
ー
。
教
育
工
学
。『
電
脳
中
国
学
入
門
』「
中
国
語

入
門
授
業
に
お
け
る
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
導
入
支
援
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

利
用
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
成
績
評
価
方
法
」

杉
江
聡
子 

Sugie Satoko

札
幌
国
際
大
学
観
光
学
部
准
教
授
。
応
用
言
語
学
、

教
育
工
学
、
中
国
語
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
、

質
的
研
究
。『
中
国
語
でPERA

PERA

北
海
道
』

（
共
著
）「
観
光
教
育
と
外
国
語
教
育
を
統
合
し
た
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
Ｃ
Ｂ
Ｉ
の
設
計
と
評
価
」（
共
著
）

“R
em

ote C
hinese Teaching and L

earning at 
Japanese U

niversities during the C
O

V
ID

-19 
Pandem

ic

”（
共
著
）

渡
邉
ゆ
き
こ 

W
atanabe Yukiko

沖
縄
大
学
人
文
学
部
教
授
。
中
国
語
学
、e-Learning

。

「
Ｖ
Ｒ
空
間
内
で
の
活
動
を
経
験
的
記
憶
に
つ
な
げ

る
外
国
語
教
育
」（
共
著
）“Teaching O

nline C
hinese 
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Pronunciation with Pronunciation Training Soft-
ware: A

n Em
pirical Study

”（
共
著
）“Investing the 

E
ffect of C

hinese Pronunciation Teaching M
a te-

ri als U
sing Speech R

ecognition and Synthesis 
Functions

”（
共
著
）

山
崎
直
樹 

Yam
azaki N

aoki

一
九
六
二
年
生
ま
れ
。
関
西
大
学
外
国
語
学
部
教

授
。
言
語
教
育
学
、
中
国
語
教
育
。「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
か
らcan-do
能
力
記
述
文

を
再
検
討
す
る
」「「
外
国
語
学
習
の
め
や
す
」
│
背

景
、理
念
、目
標
、方
法
論
」「「
権
威
」
の
要
ら
な
い

言
語
学
習
の
可
能
性
│
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
学
習
者
オ
ー
ト
ノ

ミ
ー
」

紅
粉
芳
惠 

Beniko Yoshie

一
九
六
五
年
生
ま
れ
。
大
阪
産
業
大
学
国
際
学
部
教

授
。
中
国
語
教
育
、
中
国
語
語
彙
教
育
。『
聞
い
て

覚
え
る
中
国
語
単
語
帳 

キ
ク
タ
ン
』
シ
リ
ー
ズ（
共

著
）『
キ
ク
タ
ン
中
国
語
会
話
【
入
門
編
】』（
共
著
）

『
中
国
語
成
語
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
共
著
）

山
本
晃
輔 

Yam
am

oto K
ohsuke

一
九
八
〇
年
生
ま
れ
。
大
阪
産
業
大
学
国
際
学
部
准

教
授
。
立
命
館
大
学
Ｂ
Ｋ
Ｃ
社
系
研
究
機
構
客
員
研

究
員
。
認
知
心
理
学
、
発
達
心
理
学
、
認
知
科
学
。

『
嗅
覚
と
自
伝
的
記
憶
に
関
す
る
心
理
学
的
研
究
』

“D
evelopm

ent of the Function of A
uto bio graph-

ical M
em

ories E
voked by O

dor Scale for O
lder 

Japanese People

”（
共
著
）“Influences of In di vid-

ual D
ifferences in O

dor Identification A
bility 

and A
ging on A

utobiographical M
em

ory C
ued 

by O
dor

”（
共
著
）

梁 

暁
萍 

Yang H
yo pyung

南
開
大
学
国
際
教
育
学
院
、
漢
語
言
文
化
学
院
副
教

授
。
国
際
中
文
教
育
、中
国
古
代
文
学
、第
二
言
語
文

化
教
育
と
研
究
。『
明
清
家
族
小
説
的
文
化
与
叙
事
』

『
中
国
文
化
導
論
』（
共
著
）『
会
通
漢
語
２
』（
共
著
）

加
治
宏
基 

K
aji H

irom
oto

一
九
七
四
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
中
国
外
交
論
、
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
論
。「
米

中
対
立
の
遠
景
と
し
て
の
国
連
に
お
け
る
台
湾
問
題

│
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
か
ら
の“
宿
題
”を
ど
う
解
く
か
」

「
中
華
民
国
の“
戦
後
”構
想
│「
台
湾
化
」の
序
章
と

し
て
の
ア
プ
リ
オ
リ
」「
中
国
の
国
連
平
和
維
持
活

動
│「
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
」は
脅
威
か
」

『
教
養
と
し
て
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
平
和
』（
共
編
著
）

砂
山
幸
雄 

Sunayam
a Yukio

一
九
五
四
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
中
国
現
代
政
治
・
思
想
。『
新
編
原
典
中
国
近

代
思
想
史
』
第
七
巻（
責
任
編
集
）『
近
代
中
国
・
教

科
書
と
日
本
』（
共
編
著
）「
見
失
わ
れ
た
「
一
九
八

九
年
」」

深
串 

徹 
Fukakushi Toru

一
九
八
二
年
生
ま
れ
。
島
根
県
立
大
学
国
際
関
係
学

部
准
教
授
。
台
湾
現
代
史
。『
戦
後
台
湾
に
お
け
る

対
日
関
係
の
公
的
記
憶
│1945 ‒1970s

』「
雷
震
眼

中
的
戦
後
日
本
（1950s ‒1970s

）」「
中
華
民
国
の

公
定
歴
史
認
識
と
政
治
外
交
│
一
九
五
〇

－

一
九
七

五
年
」

菊
池
一
隆 

K
ikuchi K

azutaka

一
九
四
九
年
生
ま
れ
。
愛
知
学
院
大
学
名
誉
教
授
。

中
国
近
現
代
政
治
経
済
史
。『
中
国
抗
日
軍
事
史

1937 ‒1945

』『
戦
争
と
華
僑
』正
続
編
『
日
本
軍
ゲ

リ
ラ
台
湾
高
砂
義
勇
隊
│
台
湾
原
住
民
の
太
平
洋
戦

争
』

安
部 

悟 
A

be Satoru

一
九
五
五
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
中
国
近
現
代
文
学
。『
中
国
21
』
Vol
・
32 

特
集

「
辞
書
の
ゆ
く
え
」（
特
集
担
当
）

翻
訳
者
紹
介

飯
田
直
美 Iida N

aom
i

一
九
七
三
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所

補
助
研
究
員
。
中
国
文
学
。
周
群
英
「
姻
族
の
台
頭

と
男
性
の
参
加
」（
翻
訳
）
劉
暁
茜
「
日
常
と
し
て
の

「
無
駄
話
」」（
翻
訳
）



中
国
21 

Vol･

59 

予
告（
23
年
9
月
刊
行
予
定
）

特
集
◎�

二
〇
一
〇
年
以
降
の
中
国
人

監
督
と
国
際
映
画
祭
（
仮
題
）

　
近
年
、
主
要
国
際
映
画
祭
や
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で

ア
ジ
ア
系
の
監
督
は
フ
ェ
ー
ズ
を
異
に
す
る
活

躍
を
し
て
い
る
。
韓
国
の
ポ
ン
・
ジ
ュ
ノ
『
パ

ラ
サ
イ
ト 

半
地
下
の
家
族
』（
二
〇
一
九
）
に

続
き
、
北
京
出
身
の
ク
ロ
エ
・
ジ
ャ
オ
が
、

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
国
際
映
画
祭
金
獅
子
賞
、
ト
ロ
ン

ト
国
際
映
画
祭
観
客
賞
受
賞
の
『
ノ
マ
ド
ラ
ン

ド
』（
二
〇
二
〇
）
で
、
ア
ジ
ア
勢
と
し
て
二
年

連
続
の
快
挙
と
な
る
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
作
品
賞
を

受
賞
し
た
。
ま
た
、『
ク
レ
イ
ジ
ー
・
リ
ッ

チ
！
』（
二
〇
一
八
）
の
異
例
の
成
功
や
、
ジ
ャ

オ
に
よ
る
マ
ー
ベ
ル
映
画
『
エ
タ
ー
ナ
ル
ズ
』

（
二
〇
二
一
）
の
監
督
な
ど
が
象
徴
す
る
よ
う

に
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
も
中
国
系
監
督
の
存
在
感

の
高
ま
り
は
著
し
い
。
そ
う
し
た
状
況
に
お
い

て
、
国
際
映
画
祭
と
い
う
交
流
、
交
渉
の
場
を

と
お
し
て
、
経
済
格
差
や
地
球
環
境
の
危
機
と

い
っ
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
テ
ー
マ
に
中
国
系

監
督
の
作
品
が
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
る

か
は
興
味
深
い
。
そ
こ
で
本
特
集
号
で
は
、
二

〇
一
〇
年
代
後
半
以
降
の
主
要
国
際
映
画
祭
で

注
目
を
集
め
た
中
国
映
画
作
品
や
、
中
国
系
監

督
た
ち
の
新
た
な
動
向
に
焦
点
を
当
て
る
。
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学
会
通
信

◎
学
会
員
活
動
（
二
〇
二
二
年
一
〇
月
〜
二
〇
二
三
年
三
月
）

小
川
典
子　
「
学
会
展
望
」（
共
著
、
日
本
中
国
学
会

『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
七
四
集
、
日
本
中
国
語

学
会
『
中
国
語
学
』
二
六
九
号
、
二
〇
二
二
年
一

〇
月
）、「
中
国
語
学
習
者
の
Ｌ
２
読
解
の
中
で
の

未
知
語
の
認
識
│think aloud
に
よ
る
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
ー
」（
外
国
語
教
育
学
会
『
外
国
語
教

育
研
究
』
二
五
号
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
）

黄 

英
哲　
『
華
語
文
学
の
新
し
い
風
』（
共
編
、
白

水
社
、
二
〇
二
二
年
一
〇
月
）、「
異
域
之
眼
│
論

日
本
的
鄭
成
功
形
象
」（
共
著
、『
台
灣
研
究
集

刊
』
總
一
八
三
期
、
廈
門
大
学
台
湾
研
究
院
、
二

〇
二
二
年
一
〇
月
）、 “ From

 Taiwan’ s Literature 
to Taiw

a nese Literature: A
 Paradigm

 Shift in 
Japanese Translation” (translated by Sherlon 
C

hi-yin Ip ) E
dited by L

in, Pei-yin, and L
i, 

W
en-chi, Taiw

anese L
iterature as W

orld 
Literature , N

ew
 York: Bloom

sbury A
cadem

ic 
Publishing, 2023.2.

砂
山
幸
雄　
「（
日
中
国
交
正
常
化
五
〇
周
年
記
念
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
）
世
界
の
中
の
日
中
関
係

│
一
九
七
二
年
体
制
の
地
殻
変
動
」（
共
著
、『
愛

知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
〇
号
、

二
〇
二
二
年
一
〇
月
）、（
特
別
分
科
会
コ
メ
ン

ト
）「「
大
き
く
変
化
す
る
中
国
」
へ
の
視
座
│
二

項
対
立
を
越
え
て
」（
日
本
現
代
中
国
学
会
研
究

年
報
『
現
代
中
国
』
別
冊
、
二
〇
二
二
年
一
二

月
）、「
加
々
美
光
行
氏
を
偲
ぶ
」（『
中
国
21
』

Vol
・
57
、
二
〇
二
二
年
一
一
月
）

唐
燕 

霞　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
「
中
国
国
有

企
業
改
革
與
公
司
治
理
」
第
五
回
金
門
大
学
、
廈

門
大
学
、愛
知
大
学
、東
呉
大
学
四
校
聯
合
学
術
研

討
会（
於
金
門
大
学
、二
〇
二
三
年
三
月
二
一
日
）

藤
森 

猛　
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
と
そ
の
課

題
」（『
愛
知
大
学
教
職
課
程
研
究
年
報
』
第
一
二

号
、
二
〇
二
三
年
二
月
）、「
Ｊ 

ポ
ッ
プ
、
Ｃ
ポ
ッ

プ
、
Ｋ
ポ
ッ
プ
の
起
源 

全
日
本
フ
ォ
ー
ク
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
」（
愛
知
大
学
名
古
屋
語
学
教
育
研
究

室
・
豊
橋
語
学
教
育
研
究
室
『Lingua

』
№
二

〇
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
）

松
岡
正
子　
「
官
撰
「
耕
織
圖
」
と
木
版
年
画
「
女

十
忙
」」
⑴
（『
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
紀

要
』
第
一
六
一
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
）、「
吉
祥

語
「
財
子
壽
」
と
年
画
「
娃
娃
画
」」（『
同
文
書
院

記
念
報
』
第
三
一
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
）、
報

告
「
年
画
「
連
年
有
余
」
の
流
行
か
ら
み
た
北
方

地
域
社
会
の
諸
相
」（
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
二

〇
世
紀
前
半
の
中
国
地
域
社
会
に
お
け
る
「
民

族
」
の
諸
相
│
西
南
辺
境
の
非
漢
族
集
団
と
北
方

の
漢
族
を
事
例
と
し
て
」
愛
知
大
学
東
亜
同
文
書

院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
主
催
、
二
〇
二
三
年
三
月

一
七
日
）
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編
集
後
記
│
│
二
〇
一
九
年
、
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
で
は

「
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
中
国
、
台
湾
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
二
年
生
全

員
が
四
か
月
間
留
学
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
春
学
期
に
順
調
に
終

わ
り
、
翌
年
の
準
備
を
進
め
て
い
た
。
そ
こ
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
問

題
が
に
わ
か
に
持
ち
上
が
り
、
新
学
期
か
ら
の
授
業
を
形
式
を
含

め
根
本
か
ら
見
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
、
現
場
は
大
混
乱
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
今
で
は
、Team

s

やZ
oom

を
使
っ
て
遠
隔
授
業
を

行
い
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
用
と
し
て
作
成
し
た
音
声
や
ビ
デ
オ

教
材
と
課
題
をM

oodle

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
と
い
っ
た
作
業

が
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
の
急
激
な
変
化
は
、
や
は

り
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
未
曽
有
の
経
験
に
よ
る
も
の
だ

が
、
各
大
学
の
中
国
語
教
育
の
現
場
か
ら
も
、
混
乱
の
実
情
や
そ

れ
に
対
応
し
た
教
育
実
践
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
◇
今
回
の
特
集

を
企
画
し
た
の
は
、
一
時
の
混
乱
か
ら
脱
し
つ
つ
あ
る
現
状
を
踏

ま
え
て
、
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
半
強
制
的
に
変
革
を

求
め
ら
れ
て
き
た
中
国
語
教
育
に
つ
い
て
、
も
う
後
戻
り
は
で
き

な
い
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
課
題
や
解
決
策
を
今
こ
の
機
会
に
考

え
て
お
か
な
け
れ
ば
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
だ
っ
た
。
座
談
会
で

は
、
各
大
学
で
長
く
中
国
語
教
育
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
先
生
方

の
、
現
状
認
識
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
貴
重
な
ご
意
見
を
お
伺

い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
論
説
で
は
、
各
大
学
で
先
進
的
な

取
り
組
み
を
し
て
お
ら
れ
る
先
生
方
の
実
践
や
貴
重
な
ご
提
言
を

い
た
だ
い
た
。
本
特
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
る
。
◇
ま
た
今
回
の
特
集
に
あ
た
っ
て
、
企
画
段
階

か
ら
清
原
文
代
先
生
に
ご
相
談
し
、
色
々
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
い
た
。
さ
ら
に
は
座
談
会
の
出
席
や
論
説
の
執
筆
ま
で
快
く
引

き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
心
か
ら
の
感

謝
の
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。 

（
安
部 

悟
）


